
Ｑ１：どうしてリニューアルするの？
昭和３７年に設置された遊具広場は、近年、遊具の老朽化・木の根や岩に子どもがつまづき転んでしまう危険な

どの課題がありました。
そこで、遊具の配置や地面の整備など、広場全体を見直す工事をすることで、安全で広場の魅力UPに向けた広場

を整備します。

Ｑ２：新しい公園のイメージは？
＼子育てファミリーが集まる身近な公園／
子どもがのびのび遊ぶ姿を、大人はくつろぎながら見守れる・・・広場に来た人みんなが快適に過ごせる空間を創

ります。
ご近所の皆さんから、観光やお出かけ中のファミリーまで、目に留まり思わず行きたくなっちゃう、開放的で興味を
引く空間を創ります。

Ｑ３：どんな工事をするの？
広場の中を、過ごし方によってエリアを分け整備することにより、みんなが快適に過ごせる空間を整備します。
「休憩ゾーン」にはウッドデッキ等を設置し、快適な見守り空間を整備します。
また、「活発な遊びゾーン」は、“子どもがのびのび走り回れるエリア”を確保し、子どもの動線を考えた遊具配置を
行います。

「休憩ゾーン」

子ども達がつまづく懸念のある樹木と
その周囲に配置するウッドデッキ、
または、サークルベンチ

「活発な遊びゾーン」

「静かな遊びゾーン」

アンケートにご協力お願いいたします。アンケートにご協力お願いいたします。リニューアルＱ＆ＡリニューアルＱ＆Ａ

＼狩野川記念公園 遊具広場をリニューアルします／＼狩野川記念公園 遊具広場をリニューアルします／

Ⓐウッドデッキ

Ⓑサークルベンチ

【遊具広場整備イメージ】
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伊豆市では、狩野川記念公園内の遊具広場のリニューアルを計画しています。
年間を通じて広場に来てくださっている市民の皆さんに、広場整備の目的・コンセプト・設計イメージなどについて
ご案内します。
皆さんが訪れたくなる広場は、どんな空間ですか？

問３　木の根対策として良い、あったら座ってみたいと思う方の□にレ点をつてけてください。


